
特別寄稿

一般国道7号新潟市東大通～柾谷小路の景観整備計画について

市村幸晴＊

1．はじめに

　本対象区間は、新潟の玄関口であ　　　　　目古，随
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ寸声■8苦国A

向かう新潟市の都心軸に位置し　新　〔　ピ綴緊ミ嘉ピ露・・二厄ゲ”四喬々・・“難隷き

潟のシンボルロードとなっている。　σ；・．　三㌢培・・二’宗，’＿、・・’培　巴≡婆ξ　，S竪

’　　蘂’謹乞・⊃三一獣竺竺・彰夕≒←　9‘行・三・・　漬・

班　・』・　　¶辺察識盤懲曲篇義　～『澤［　主・s

からキ・フ事業等によ撫電柱化に　三’r灘・’．’：。ぎ』椴灘㍗S｝｝’
．　　　　　　　　　　　’萢壁託ぶ鮫恥　　’郁ぼ…　ト・…蘂・

取り組むとともに、民間においても　　バ、、’べ一’…’掴撫灘ll群〆”

昭和60年から万代橋のライトアップ、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一1　新潟の都心軸
平成3年度には東大通のガス燈設置

が行われている。

　しかし、以前は対象区間全体の統一された景観整備イメージがなかった。そこで、この

道路を環日本海の拠点都市新潟の都心軸にふさわしい景観及び、快適な歩行者空間形成を

図ることを目的として学識経験者、民間代表者、行政機関が三者一体となった景観検討委

員会を発足させ、検討を実施した。今回の報告は委員会での検討に基づく景観整備計画の

概要を報告するものである。

2．調査対象地域の概要

　調査対象とする新潟駅から柾谷小路は、約4万台／12hの交通量があり、歩行者交通2

万人の利用がある主要幹線道路である。

　本検討については、対象区間における地上部道路景観の検討及び、新潟駅から万代橋ま

での主要4交差点に予定されている地下広場（地下横断歩道）の景観を検討対象としてい

る。（図一2）

＊建設省北陸地方建設局新潟国道工事事務所調査課計画係長
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対象　区　間

議欝糊欄器綴・差．

図一2　調査対象地区

3．全体コンセプトの設定

　　コンセプトの設定にあたっては、①人間重視　②新潟らしい景観

　　　　　　　　　　　　　　　　　③エコロジカルな環境④洗練されたデザイン

の4っの視点を設定し、これらを包括して、

　　　　　　【環日本海の中枢都市“にいがだの都心軸にふさわしい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　文化の薫りあふれる都市空間の創造】

を全体コンセプトとして設定した。（図一3）

●人間重視 ●エコロジカルな環境

国際的な都市の活力／人と人とのふれあいを 水や緑を活用し、自然が感じられる環境を

大切にした快適な歩行者空間は、環日本海拠 都心に提供することで、人々が憩いや安ら

点都市にふさわしい新潟の新たな魅力を生み ぎを感じ、潤いあふれる豊かな都市空間を

出す都市景観を形成する 形成する。

環日本海の中枢都市

“にいがだの

観紬にふさわしい

文化の薫りあふれる

●新潟らしい景観 都市空間の創造 ●洗練されたデザイン

新潟の長い年月に培われた風土や歴史を大切 那心空間の構造物を洗錬されたデザインで

にした都市景観を育むことにより、市民が誇 整え、新潟の文化の質を高めるような魅力

りに思える新潟らしい都市空間を形成する。 あふれる都市空間を形成する。

図一3　都市空間創造の4つの視点と全体コンセプト
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4．道路景観の基本指針について

　　次にコンセプトをふまえ、地上部、地下部についての基本指針の設定を実施した。

環日本海の中枢都市

　　　“にいがた’の

都心軸にふさわしい

　文化の薫りあふれる

　　　都市空間の創造

　　道路景観の工本指針　　　　　　　　頷出方向

・一一1o：：：：欝llモ蕪藷i㌘

ll’自　る　　s－11－1　　丁㌶材
　　　　　　　　　　…
　　　　　　　　　　ト　　　ロ　　　エ　カくのぷがロをエえる　　

Hiili　i羅籔蕪藩二

　　地下広場の基本指針　　　　　　　　　　　　　　　　　創　出　方　向

1・一一R」：：二蓮箋1「［：＝ご

‖・…・q麹；一［：：二±1竺㏄雛i㌧
　　　　　　　　　　　　　　　　　・然な＝］≡禁三。とエ。カレータ

　以上のような、基本指針を受け、地上部（道

：翼慧麗鷲ついての具体ぶぽ二籠諺孝

4．1地上部（道路景観）の整備

　4．1．1歩行者が心地良く歩ける道路

　　①歩行者と自動車の分離を明確にし、歩

　　　行者に心地良い歩行者環境を提供する。　　　　　　　．i＿

　　　（図一4）　　　　　　　　　　　　　　一一環境ゾ」ン　　歩行ゾーン

　　②ガス燈・街路樹・ストリートファニチャー　
図一4道路のゾ＿ン区分図

　　　等を設置し環境ゾーンを創出する。

　　③　歩行者が安全で歩きやすい歩道整備として、歩道部の段差の解消、歩きやすい歩

　　　道路面の工夫、歩車道交差部で歩行者優先を意識させる等の整備を実施。

　　④歩行者が開放感を感じる街路樹構成とし、高木低木中心の植栽を実施する。

　　⑤　何気なく座れる場所の創出。（図一5）

4．1．2自然を感じることのできる環境

　　①　緑の連続性を確保した都市景観の形成を図り、歩行者に緑陰を提供する。（図一6）
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　②花を活用して季節感を演出し、都心の

　　殺伐とした景観の中で自然を感じる空間　鯨㍗

　③　自然素材（石、木）を積極的に活用

　　する。

4．1．3　市民が誇りに思える景観

　①水都新潟を意識し、アイストップとな　F．

　　る街角に、水のモニュメント等の設置。

　　（図一7）　　　　　　　　　　　　　　図一5座れる場所の多い広場

②新潟のシ・ボル万代橋の景綱勧を　　（チエコプラハ〉

　高める工夫。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ξ
③　国際都市新潟として、外国人用サイン

　の設置。

④文化都市＝新潟をアピールする洗練さ

　れたデザインを導入して質の高い整備を

　実施する。

⑤ガス燈を活かした照明整備を行い、ガ

　ス燈の映える街並みを創出する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図一6　連続した街路樹
4．2．1市民が誇リに思える新潟らしい公共　　　　　　　（東京都　港区）

　　　　空間　　　　　巳：警一一1’一一言r□
　①　水都新潟の市民が誇れる地下空間の創　　ピ撫「，1　’　い　　〔鞄”生

　　出として水をテーマにした演出を図る。　　　　　≒．ご

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、淳’、　　、
4，2．2人をやさしく包み込む空間

　①　地下に入った際の心理的、生理的圧迫　　　　　一　　　』亘謡鍵§

　　感をなくし広がりを感じる空間の創出。　　　　図一7水のモニュメント

②地下への導入には輔子利用者でも利　　（神奈川県徽市）

　　用できるようエレベーター／エスカレーターを取り入れる。

③自然光・水・緑の導入を行い、地上に近い環境を地下に提供する。

④地上と地下の照度の違いを緩和し、地上と地下のっなぎ空間の照明を工夫する。

⑤　座れる場所、憩える場所としての工夫。
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5．整備イメージ

　　次に、地上部（道路景観）、地下部（地下広場）の具体的な整備イメージにっいて、そ

れぞれの場所性を考慮して、人が移動する場所（パス）、人々が集いたまる場所（ノード）

の2っの要素で分類し、ゾーン分けを行い検討を実施した。

5．1パスの整備イメージ

　　　パスの機能は、○移動する　○場所と場所を結ぶ　○街並をながめる　機能がある。

　　　そこで、それらの機能を踏まえた上で、各地域の特性に応じたパスとしての性格づけ

　　を行い具体的な表現ポイントを抽出した。また、これらの検討をもとに各地域のイメー

　　ジパースを作成した。

パ　　　ス 特　　　　性 パスとしての性格づけ 性格の表現ポイント

東大通り ・駅前の道路である。 ・大通りとしての風格を持っ道路プ

・高幅員（約50a強）の道路であ 新潟の ロボーションの形成

る。 表玄関として ・歩行者の安全性と快適性を有し、

・沿道にはオフィスビルが建ち 風格のある 迎続｛生のある歩行者動線の強化

並んでいる。 東大通り ・沿道の建物、ガス燈と調和した道

・ガス燈が設置済である。 路景観イメージの形成（図一8）

万代橋通り ・流作場五差路、万代1、4丁目 ・流作場五差路から賑わいのある万

交差点、万代橋橋詰広場を結ぶ 都市の賑わいと 代シティ、安らぎのある万代橋橋詰

道路 万代橋の雰囲気を 広場を円滑に結ぷ歩行者動線の強化

・東大通りより道路が狭い。 兼ね備えた ・初代万代橋が架かっていたという

・かって初代万代橋が架かって 万代橋通り 歴史性をモチーフとした道路景観

いた区闘である。 イメージの形成　　　（図一9）

万　代　橋 ・新潟市のシンポル ・新潟のシンボルゾーンにふさわし

・6連のみかげ石張アーチ橋と 橋の情緒と い演出が施された歩行者空間

信濃川の流れが生みだす新潟 信濃川の水辺の ・万代橋のデザインをモチーフとし

を代表する景観である。 魅力を満喫できる た橋上の歩道景観イメージの形成

・昭和53年から夜間ライトアッ 万代橋 ・水辺に映える明かりを演出した夜

プしている。 の名所づくり

柾谷小路 ・万代と古町の新潟を代表する2っ ・万代と古町を結ぶ快適な歩行動

の繁華街を結ぶ区間である。 柳都にいがたの 線の強化

・柳並木の植栽がかって堀割の街並 情緒を漂わせながら ・堀と柳の街並であったことを伝

みであったことを漂わせている。 緑で結ぶ える道路景観イメージの形成

・鏡橋交差点には、かつて橋があった 柾谷小路 ・鏡橋交差点での水を生かしたポ

ことを示す石碑がある。 ケットパーク
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黛・隠雛紅二司パ○多二ざ註巽一　・鍵鍵

“　・　．1　三・・三1川・一・三　　三三三｝1漣霧　　　　ju
・’． w　：無…　」一：∵　　～」ニー∫・磁ら　　　　・il］

・二　顯…彗鍵、蓑ぎ　　　　　　：璽蒜⊇正一讐．アミ

　　　　　図一8』東大通イメージパース　　　　　　図一9　万代橋通りのイメージパース

5．2　ノードの整備イメージ

　　　ノードの機能は、○情報を得る　○出会う　○活動する　○休息する、憩う

　　　　　　　　　　　○街を案内する　○位置を確認する　○雰囲気が変わる

　　　　　　　　　　　○街を眺める　機能がある。

　　　そこで、それらの機能を踏まえた上で、各地域の特性に応じたノードとしての性格づ

　　けを行い、具体的な表現ポイントを抽出した。また、これらの検討をもとに各地域のイ

　　メージパースを作成した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　古くから新潟の要所として
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ノ　ー　ド 特　　　　性 ノードとしての性格づけ 性格の表現ポイント

新潟駅前広場 ・新潟を訪れた人が初めて新潟

�ｩる場所である。（新潟の第

鼈�ﾛを与える場所）

EJR新潟駅の乗降客で人の往

?ｪ多い。

新潟の表玄関口として

@　新潟が見えてくる

@　　　　　　駅前広場

・新潟駅を降りて、東大通りへ

lを導くような広場づくり

E新潟の顔となる広場として、

V潟の街が感じ取れる広場の

ｵ囲気づくり

日本海広場 ・周辺は駅前のビジネス街であ

@る。

Eここから地下広場が始まる。

E地下に新しく生み出される広

黷ﾅある。

日本海が意識され

ﾂ日本海の情報が伝わる

@　　　　　　　広場

・海に近いことを意識できる広

黷ﾃくり

E対岸諸国の情報も受けられる

総ﾛ性豊かな広場づくり

流　作　場 ・万代橋通りと東大通りのアイス

@トップポイントである。

E周辺で開発が進む可能性がある。

E初代万代橋の橋詰汗あった場所

ﾅある。

古くから新潟の要所とし

ﾄ新潟が見える広場

・新潟の要所としての目印づく

@り

E新潟の街が見える広場づくり

E将来の開発に合わせた広場づ

ｭり　　　　　　（図一10）

万代広場 ・新潟の中心的商業繁華街の真

�?ﾉ位置し、活気に溢れて

@いる。

Eバスの乗り降りで道路を横断

ｷる人が多い。

賑わいに溢れ様々なアク

eィビティが展開する新

モﾌ中心となる広場

・密度の高い商業繁華街の中で

ｽ様なアクティビティを誘発

ｷる広場づくり

E賑わいの中でも人々がくつろ

ｰる広場づくり　　（図一11）

万代橋広場 ・信濃川の水辺や万代橋めアー

`が眺められる新潟の名所

i昼も夜も）

E周辺にアミューズメント性の

b｢施設が集積しっっある。

信濃川と万代橋を眺め

ﾎ陰の下で憩う広場

・信濃川と万代橋の新潟を代表

ｷる景観を眺める魅力あふれ

骼挙_場の形成

E緑陰の下でのんびりくっろぐ

Iアシス広場

図一10流作場広場イメージパース　　　　　　　図一11万代広場イメージパース
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6．地元住民からの協力

　魅力ある公共空間を生み出す為には、行政機関の整備だけではなく、道路利用者である

地元住民からの協力が不可欠であり、官民が一体となった整備が必要である。その方策に

ついて具体的な項目を以下にあげる。

　　○沿道建築物のセットバックや公開空地の協力。

　　○路置看板や自転車の歩道上の放置禁止。

　　○夜間景観を配慮したネオンサイン看板や建物照明の工夫。

　　○地域住民の花や木の管理の積極的参加。

7．景観整備計画に基づく事業の実施

　各事業者が当地区において事業を実施する際には、景観整備計画に基づき、関係機関、

地元住民との調整を行い、整備を実施することとしている。

　現在、万代1丁目交差点の地下部（地下広場）にっいて、歩行者の利便性や水、緑、自

然光の導入などに配慮した地下空間を形成すべく具体的な設計を進めている。

　また、今年度にアーケードのリニューアルを行う柾谷小路において植栽・緑化の整備を

進めていく予定である。（図一12、13）

　　　　　　　　　　　　・：・．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寸竺」
　　　　　　　　　　　　、－1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌍　　，　・．

　図一12　柾谷小路（現況）　　　　　　　　　図一13　柾谷小路（整備イメージ）

8．おわりに

　今回の景観整備計画の策定にあたり、ご指導、ご協力を頂いた検討委員会の委員長であ

ります、新潟大学　樋口教授ならびに委員の方々及び、㈱グリーンシグマに深く感謝いた

　します。
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